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　はじめに
　キケロ（Marcus Tullius Cicero, 106-43 B. C.）は，生涯の好
ラ イ バ ル
敵手となるカエ






「新人」（homo novus）として初めて，まさに雄弁の力で，前 64 年には執
コ ン ス ル
政官
にまで昇りつめた。













































第三ポエニ戦争で活躍した小スキピオ（Publius Cornelius Scipio Aemilianus 









































だひとつの覇権のもとに屈するにいたった」（『歴史』第 1 巻第 1 節）（4）と述べ
ている。
　ローマが建国以来ずっともめていた隣国ウェイイをようやく征服したのは，











































































































































































































取り囲」（32）（『ローマ建国以来の歴史』Titi Livi Ab Urbe Condita, 1.7 以下数字だ
けで章と節を示す。）み，そして，「まわりの土地を次から次へと城壁で囲い込
みながら拡大を続けた。」（1.8）（33）ロムルスは，都市ローマに集めた民衆を「三〇












































































































































































377 年，護民官ガィウス＝リキニウス Gaius Licinius とルキウス＝セクスティ














ついては，だれも 500 ユゲラ（約 125 ヘクタール）以上を占有してはならぬ
とし，そこに放牧する牛，馬，羊の頭数までも制限した（62）のである。そして，
この法によってこれ以後二人の執













































































前 264 年からシシリーを主舞台に第一ポエニ戦争をくりひろげ（前 264-241
年），シシリーを海外属州とした。ついで前 218 年からは第二ポエニ戦争（前
218-201 年まで）が戦われ，ハンニバルによってイタリア各地を蹂躙された











リッポス五世と闘い（第一マケドニア戦争，前 214 － 205 年，第二マケドニア
戦争，前 200-196 年），更にシリアのアンティオコス三世と衝突した（シリア
戦争，前 192-189 年）。第三マケドニア戦争（前 171-167，対ペルセウス）のピュ









たいと思わないような愚鈍な人，あるいは怠惰な人がいるだろうか。」（第 1 巻第 1 節）（71）
　ポリュビオスのいう「53 年」というのは，第二ポエニ戦争への動きが始ま




















































い」（『歴史』第 6 巻 12 節）（76）のである。
　次に元
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